
ハンドルは、前輪と 直角
にしっかり固定されているか。1
2 ペダルは曲がっていないか、がたつきがないか。

3 チェーンは緩んでいないか、さびていないか、円滑に回るか。

6 前 照
灯は明るくつくか。

8 自転車の各部品は確実に取り付けられているか。

7 尾灯や反射器材（後部及び側面）は付いているか。

5 タイヤはすり減っていないか、空気は 十分
に入っているか。

4 ブレーキは、前・後輪ともによく効くか。

北 海 道 外 国 人 相 談 セ ン タ ー  
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9 サドルは固定されているか、両 足
先
が地面につく高さか。

10 積載 装置のがたつきや緩み、破損がないか。

11 スタンドはしっかり立つか、がたつきがなく円滑に動くか。

12 泥よけにがたつきや緩みがないか。

自転車の整備不良：反則金は5,000円、罰則は5万円以下の罰金。

自転車のための

交通安全ガイド

自転車の点検

自転車に乗る前に以下の点を点検し、不具合があればすぐに整備しましょう。

冬の間に自転車を使ってい

ない方は特にしっかり点検

しましょう！

警視庁  及び  北海道  警察、国土 交通省  のホームページの 情報
を基に作成。

1

2026年4月更新

じ て ん し ゃ

こ う つ う あ ん ぜ ん

ねん がつ こうしん

けいしちょう ほっかいどう けいさつ こくど こうつうしょう じょうほう もと さくせいおよじてんしゃ てんけん

じてんしゃ の まえ いか てん てんけん ふぐあい せいび

ふゆ あいだ じてんしゃ つか

かた てんけんとく

ぜんりん ちょっかく こてい

ま

ゆる えんかつ まわ

ぜん こうりん き

へ くうき じゅうぶん はい

ぜんしょうとう あか

びとう はんしゃきざい こうぶ そくめん つおよ

じてんしゃ かく ぶひん かくじつ と つ

こてい りょうあしさき じめん たか

せきさい そうち ゆる はそん

た えんかつ うご

どろ ゆる

じてんしゃ せいび ふりょう はんそく きん えん ばっそく まんえん いか ばっきん



自動車の場合と同じく酒気を帯びて自転車を運転してはいけません。

自転車は 車
両
の仲間なので、原則として車道を通行する。

自転車は車道の 左
側
を通行する。

例外として以下の場合に歩道を通行することができる。

自転車は、道路を通行する際は、信号機等に 従
わなければいけません。

「 自転車
安全
利用五則」

自転車は、車道が原則、歩道は例外。1

交差点では信号と一時停止を守って、安全確認。2

夜間は必ずライトを点灯する。3

飲 酒
運
転は禁止。4

乗 車
用
ヘルメットの着
用。5
自転車を運転する場合は、年齢に関係なくすべての利用者が 乗 車用 ヘルメ

ット 着 用 が努力義務となりました。保護者の方は児童又は幼児を自転車に

乗せる時は、ヘルメットをかぶらせるように努めなければなりません。

歩道は歩行者優先なので、歩道を通過する場合は車道寄りを徐行する。

歩行者の妨げになる場合は、一時停止しなければならない。

歩道に「普通自転車歩道通行可」の 標 識  等 があるとき。

13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者、身体の不自由な人が自転

車を運転しているとき。

道路工事や連続した 駐 車  車 両 などのために車道の 左 側  部分を

通行するのが困難、車道の幅が狭いなどのやむを得ない場合。

交差点では一時停止して、左右の安全確認。

夜間はライトを点灯し、反射器材を備えた自転車を運転しましょう。

2

反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又は5万円以下の罰金

反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又は5万円以下の罰金

反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料

反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料

反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又は5万円以下の罰金

反則金：5,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又は5万円以下の罰金

反則金：5,000円　罰則：5万円以下の罰金

罰則：5年以下の拘禁刑 又は100万円以下の罰金（酒に酔った
状
態
で運転した場合）

じ て ん し ゃ あ ん ぜ ん り よ う ご そ く

じてんしゃ しゃどう げんそく ほどう れいがい

じてんしゃ しゃりょう なかま げんそく しゃどう つうこう

はんそく きん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まんえん いか ばっきん

じてんしゃ しゃどう ひだりがわ つうこう

はんそく きん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まん えん いか ばっきん

れいがい いか ばあい ほどう つうこう

ほどう ふつう じてんしゃ ほどう つうこう か ひょうしき とう

さい みまん こ さいいじょう こうれい しゃ しんたい ふじゆう ひと じてん

しゃ うんてん

どうろ こうじ れんぞく ちゅうしゃ しゃりょう しゃどう ひだりがわ ぶぶん

こんなん しゃどう はば せま え ばあい

はんそく きん えん ばっそく まん えん いか ばっきん かりょう

ほどう ほこうしゃ ゆうせん ほどう つうか ばあい しゃどう よ じょこう

ほこう しゃ さまた ばあい いちじ ていし

はんそく きん えん ばっそく まん えん いか ばっきん かりょう

こうさてん しんごう いちじ ていし まも あんぜん かくにん

じてんしゃ どうろ つうこう さい しんごう き とう したが

はんそく きん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まん えん いか ばっきん

こうさてん いちじ ていし さゆう あんぜんかくにん

はんそく きん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まん えん いか ばっきんまた

やかん かなら てんとう

やかん てんとう はんしゃきざい そな じてんしゃ うんてん

はんそくきん えん ばっそく まん えん いか ばっきん

いんしゅ うんてん きんし

じどうしゃ ばあい おな しゅき お じてんしゃ うんてん

ばっそく ねん いか こうきん けい まん えん いか ばっきん さけ よ じょうたい うんてん ばあいまた

じょうしゃよう ちゃくよう

じてんしゃ うんてん ばあい ねんれい かんけい りようしゃ じょうしゃよう

ちゃくよう どりょく ぎむ ほごしゃ かた じどう ようじ じてんしゃ

の とき つと

また

つうこう

また

また

また

また

また



他の自転車と並んで通行することはできません。

禁止事項

しゃ断 踏
切
立ち入り

ブレーキ不良（備えていない）

傘さし

携帯電話使用

イヤホン等使用

並進 走行

踏切の 遮断機が閉じようとしたり、警報機が鳴っている間は、踏切に入

ってはいけません。

ブレーキは 前車輪
と
後車輪
ともに備えていなければなりません。

傘を差す、物を持つなどの行為で視野を 妨 げたり、安定を 失 うような方法

で自転車を運転してはいけません。

自転車を運転しながら携帯電話を手で持って通話したり、メール等をしては

いけません。

イヤホン等を使用して音楽を聴くなど、運 転 上 必 要 な周りの音や声が聞こ

えない 状
態
で自転車を運転してはいけません。

3

反則金：7,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又
は5万円以下の罰金

反則金：5,000円　罰則：5万円以下の罰金

反則金：5,000円　罰則：5万円以下の罰金

反則金：12,000円　罰則：6ヵ月以下の 懲
役
又は10万円以下の罰金

反則金：6,000円　罰則：5万円以下の罰金

反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料

き ん し じ こ う

だん ふみきり たち い

ふみきり しゃだんき と けいほうき な あいだ ふみきり はい

はんそくきん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まんえんまた いか ばっきん

ふりょう そな

ぜんしゃりん こうしゃりん そな

はんそくきん えん ばっそく まんえん いか ばっきん

かさ

かさ さ もの も こうい しや さまた あんてい うしな ほうほう

じてんしゃ うんてん

はんそく きん えん ばっそく まんえん いか ばっきん

けいたい でんわ しよう

じてんしゃ うんてん けいたい でんわ て も つうわ とう

はんそくきん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まんえん いか ばっきんまた

とう しよう

とう しよう おんがく き うんてんじょう ひつよう まわ おと こえ き

じょうたい じてんしゃ うんてん

はんそく きん えん ばっそく まんえん いか ばっきん

へいしん そうこう

ほか じてんしゃ なら つうこう

はんそく きん えん ばっそく まんえん いか ばっきん かりょうまた



交通のルール

交差点で右折するとき

二段階右折

道路を横断するとき

自転車が 従
うべき信号

信号機がない場合は、できるだけ道路の 左 端に寄って交差点

の向こう側までまっすぐ進み、十 分 速度を落として曲がらな

ければなりません。

信号機のある交差点を右折する場合は、青 信 号 で交差点の向こ

う側までまっすぐ進み、その時点で止まって右に向きを変え、前

方の信号が青になってから進むようにしなければなりません。

道路を横断しようとするときは、その近辺に自転車横断帯が

ある場合は、それによって横断しなければなりません。交差

点に自転車横断帯があるときは、この横断帯を進行しなけれ

ばなりません。

信号は、対面する信号機に 従 わなければなりません。ただ

し、歩道を走っている場合は歩行者用信号を見てください。

「歩行者・自転車専用」と表示されている歩行者用信号機が

ある場合は、車道を通行する自転車も歩行者用信号機に 従 わ

なければなりません。

4

自転車 横断帯が設置されていない場合

横断歩道は歩行者のための場所ですので、横断歩道 上 に歩行者

がいないなど、歩行者の通行を妨げるおそれのない場合は、

自転車に乗ったまま通行できます。

歩行者の通行を 妨 げるおそれのある場合は、自転車

から降りて押して横断するようにしてください。

歩
行
者

自
転
車
専
用

反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料

反則金：5,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料

反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又は5万円以下の罰金

反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲
役
又
は5万円以下の罰金

こうつう

こうさてん うせつ

しんごうき ばあい どうろ ひだりはし よ こうさてん

む がわ すす じゅうぶん そくど お ま

はんそくきん えん ばっそく まんえん いか ばっきん かりょうまた

に だんかい うせつ

しんごうき こうさてん うせつ ばあい あおしんごう こうさてん む

がわ すす じてん と みぎ む か ぜん

しんごう あお すす

はんそくきん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まんえん いか ばっきんまた

どうろ おうだん

どうろ おうだん きんぺん じてんしゃおうだんたい

ばあい おうだん こうさ

てん じてんしゃ おうだんたい おうだんたい しんこう

じてんしゃ おうだんたい せっち ばあい

おうだん ほどう ほこうしゃ ばしょ おうだん ほどうじょう ほこうしゃ

ほこうしゃ つうこう さまた ばあい

じてんしゃ の つうこう

ほこうしゃ つうこう さまた ばあい じてんしゃ

お お おうだん

はんそくきん えん ばっそく まんえん いか ばっきん かりょうまた

じてんしゃ したが しんごう

しんごう たいめん しんごうき したが

ほどう はし ばあい ほこうしゃ ようしんごう み

ほこうしゃ じてんしゃせんよう ひょうじ ほこうしゃよう しんごうき

ばあい しゃどう つうこう じてんしゃ ほこうしゃ よう しんごうき したが

はんそく きん えん ばっそく げつ いか ちょうえき まん えん いか ばっきんまた

ぽう



反則金：5,000円　罰則：５万円以下の罰金

5

手による合図
自転車の運転者は、手を使って、これからの行為について合図を出す必要があります。 当該合図

は、行為が終わるまで継続しましょう。左折・右折・回転・徐行・停止時に手による合図は以下

の通りです。

右折

右への進路変更

右へ回転

左折

左への進路変更

左へ回転

徐行

停止

自転車 運 転中の携帯電話使用等及び酒気帯び運転に起因する交通事故を抑止す

るため、2024年11月1日 から、自転車の危険な運転に新しく罰則が整備されま

した。詳 細については、警視庁が作成したリーフレットをご確認ください。

www.hiecc.or.jp/soudan/info/detail.html?pid=8730062336999

自転車事故のない安全で安心な社会のために、2026年4月1日から、自転車に

も青切符制度が適用されました。詳細については、警 察 庁 が作成したリーフ

レットをご確認ください。

2026（令和8）年4月1日から自転車に青切符が適用されます！

自転車の危険な運転に新しく罰則が整備されました！

https://www.hiecc.or.jp/soudan/info/detail.html?pid=6231532375324

道路交通法に違反した場合に適用される青切符制度等の詳細は、

以下の参考資料をご覧ください。

て あいず

じてんしゃ うんてんしゃ て つか こうい あいず だ ひつよう とうがい あいず

こうい お けいぞく させつ うせつ かいてん じょこう ていし じ て あいず いか

とお

はんそくきん えん ばっそく まんえん いか ばっきん

うせつ

みぎ しんろ へんこう

みぎ かいてん

させつ

ひだり しんろ へんこう

ひだり かいてん

じょこう

ていし

どうろ こうつう ほう いはん ばあい てきよう あお きっぷ せいど とう しょうさい

いか さんこう しりょう らん

れいわ ねん がつついたち じてんしゃ あお きっぷ てきよう

じてんしゃ じこ あんぜん あんしん しゃかい ねん がつついたち じてんしゃ

あお きっぷ せいど てきよう しょうさい けいさつちょう さくせい

かくにん

じてんしゃ きけん うんてん あたら ばっそく せいび

じてんしゃ うんてんちゅう けいたい でんわ しよう とう しゅきお うんてん きいん こうつうじこ よくし

ねん がつついたち じてんしゃ きけん うんてん あたら ばっそく せいび

しょうさい けいしちょう さくせい かくにん

およ

https://www.hiecc.or.jp/soudan/info/detail.html?pid=8730062336999
https://www.hiecc.or.jp/soudan/info/detail.html?pid=6231532375324


道路標識

6

特定小型原動機付自転車

・自転車通行止め

普通自転車 専用
通行帯

自動車専用

並進可
特定小型原動機付自転車

・自転車専用

自転車横断帯普通自転車等及び

歩行者等専用

横断歩道・自転車横断帯歩行者等専用

特定小型原動機付自転車

・自転車一方通行

自転車の運転者も、道路 標 識 に 従 わなければなりません。自転車に関連する道路 標 識 の一部

例は以下の通りです。その他の道路 標
識
は国土
交通省
の一覧で確認できます。

自転車ナビマーク・自転車ナビライン

自転車が通行すべき部分及び進行すべき方向を明示するものです。

自転車は、矢印の向きに進行してください（逆行はできません。）

https://www.mlit.go.jp/road/sign/sign/douro/ichiran.pdf

道路 標識
一覧（国土
交通省）

ど う ろ ひ ょ う し き

じてんしゃ うんてん しゃ どうろ ひょうしき したが じてんしゃ かんれん どうろ ひょうしき いちぶ

れい いか とお どうろ ひょうしき こくど こうつうしょう いちらん かくにん

とくてい こがた げんどうき つき じてんしゃ

じてんしゃ つうこうど

ふつう じてんしゃ せんよう つうこうたい

じどうしゃ せんよう

とくてい こがた げんどうき つき じてんしゃ

じてんしゃ つうこういっぽう

とくてい こがた げんどうき つき じてんしゃ

じてんしゃ せんよう

へいしん か

ふつう じてんしゃ とう

ほこうしゃ とう せんよう

じてんしゃ おうだん たい

ほこうしゃ とう せんよう おうだん ほどう じてんしゃ おうだんたい

どうろ ひょうしき いちらん こくど こうつうしょう

じてんしゃ じてんしゃ

じてんしゃ つうこう ぶぶん しんこう ほうこう めいじ

じてんしゃ やじるし む しんこう ぎゃっこう

およ

https://www.mlit.go.jp/road/sign/sign/douro/ichiran.pdf


C 0 0 0 0 0 0
防 犯 登 録 証
北 海 道 警 察

自転車盗難防止の基本

交通事故が起きた時

1

2

3

4

直ちに車両の運転を停止する。

他の交通の妨げにならないように、車両を路肩などに移動する。

負傷者がいる場合は、「119」で 救
急
車
を呼ぶ。

負傷者の有無にかかわらず、「110」で警察に連絡する。

救 急 車 が来るまで、清潔なハンカチなどで止血したり、励ますなど応 急

救護をしましょう。ただし、負傷者をむやみに動かさないこと。

警察官が来るまで絶対に事故現場から立ち去ってはいけません。自転車

は車両の運転者として警察官に事故 状
況
を報告する義務があります。

1

2

3

わずかな時間の駐 輪も必ずツーロック！！

駐 輪 場 であっても、油断しない。できるだけ固定物に絡め

てロック！！

防犯 登録
を必ずする！！

万が一のために保険に加入を

自転車を盗む犯人は、犯行時間が長引くことを嫌がるので、通常のカギ

のほかにもワイヤー錠・U字型 錠 などをかける、ツーロックが予防には

とても有効的です。

防犯 登録は、盗難を未然に防止したり、放置された自転車の所有者を特定

するのに大きな役割を果たします。大切な自転車には 必 ず防犯 登録をし

ましょう。

自転車を利用される方は、万が一のために保険に加入するようにしましょう。

自転車の交通事故で、自転車の運転者に多額の 損 害 賠 償 責 任 が生じるおそ

れがあります。

加入済みの保険で、対応するものもありますので確認しておきましょう。

www.hiecc.or.jp/soudan　　 support@hiecc.or.jp   　TEL: 011-200-9595  FAX: 011-221-7845
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こうつう じこ お とき

ただ しゃりょう うんてん ていし

た こうつう さまた しゃりょう ろかた いどう

ふしょうしゃ ばあい きゅうきゅうしゃ よ

きゅうきゅうしゃ く せいけつ しけつ はげ おうきゅう

きゅうご ふしょうしゃ うご

ふしょうしゃ うむ けいさつ れんらく

けいさつかん く ぜったい じこ げんば た さ じてんしゃ

しゃりょう うんてんしゃ けいさつかん じこ じょうきょう ほうこく ぎむ

まん いち ほけん かにゅう

じてんしゃ りよう かた まん いち ほけん かにゅう

じてんしゃ こうつう じこ じてんしゃ うんてんしゃ たがく そんがい ばいしょうせきにん しょう

かにゅう ず ほけん たいおう かくにん

じてんしゃ とうなん ぼうし きほん

じかん ちゅうりん かなら

じてんしゃ ぬす はんにん はんこう じかん ながび いや つうじょう

じょう じ がたじょう よぼう

ゆうこうてき

ちゅうりんじょう ゆだん こてい ぶつ から

ぼうはん とうろく かなら

ぼうはん とうろく とうなん みぜん ぼうし ほうち じてんしゃ しょゆうしゃ とくてい

おお やくわり は たいせつ じてんしゃ かなら ぼうはん とうろく

http://www.hiecc.or.jp/soudan

	「 自転車 安全 利用五則」
	自転車は、車道が原則、歩道は例外。
	自転車は 車 両 の仲間なので、原則として車道を通行する。
	反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲 役 又は5万円以下の罰金

	自転車は車道の 左 側 を通行する。
	反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲 役 又は5万円以下の罰金

	例外として以下の場合に歩道を通行することができる。
	歩道に「普通自転車歩道通行可」の 標 識  等 があるとき。
	13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者、身体の不自由な人が自転車を運転しているとき。
	道路工事や連続した 駐 車  車 両 などのために車道の 左 側  部分を通行するのが困難、車道の幅が狭いなどのやむを得ない場合。
	反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料

	歩道は歩行者優先なので、歩道を通過する場合は車道寄りを徐行する。歩行者の妨げになる場合は、一時停止しなければならない。
	反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料


	交差点では信号と一時停止を守って、安全確認。
	自転車は、道路を通行する際は、信号機等に 従 わなければいけません。
	反則金：6,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲 役 又は5万円以下の罰金

	交差点では一時停止して、左右の安全確認。
	反則金：5,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲 役 又は5万円以下の罰金


	夜間は必ずライトを点灯する。
	夜間はライトを点灯し、反射器材を備えた自転車を運転しましょう。
	反則金：5,000円　罰則：5万円以下の罰金


	飲 酒 運 転は禁止。
	自動車の場合と同じく酒気を帯びて自転車を運転してはいけません。
	罰則：5年以下の拘禁刑 又は100万円以下の罰金（酒に酔った 状 態 で運転した場合）


	乗 車 用 ヘルメットの着 用。
	自転車を運転する場合は、年齢に関係なくすべての利用者が 乗 車用 ヘルメット 着 用 が努力義務となりました。保護者の方は児童又は幼児を自転車に乗せる時は、ヘルメットをかぶらせるように努めなければなりません。


	禁止事項
	しゃ断 踏 切 立ち入り
	踏切の 遮断機が閉じようとしたり、警報機が鳴っている間は、踏切に入ってはいけません。
	反則金：7,000円　罰則：3ヵ月以下の 懲 役 又 は5万円以下の罰金


	ブレーキ不良（備えていない）
	ブレーキは 前車輪 と 後車輪 ともに備えていなければなりません。
	反則金：5,000円　罰則：5万円以下の罰金


	傘さし
	傘を差す、物を持つなどの行為で視野を 妨 げたり、安定を 失 うような方法で自転車を運転してはいけません。
	反則金：5,000円　罰則：5万円以下の罰金


	携帯電話使用
	自転車を運転しながら携帯電話を手で持って通話したり、メール等をしてはいけません。
	反則金：12,000円　罰則：6ヵ月以下の 懲 役 又は10万円以下の罰金


	イヤホン等使用
	イヤホン等を使用して音楽を聴くなど、運 転 上 必 要 な周りの音や声が聞こえない 状 態 で自転車を運転してはいけません。
	反則金：6,000円　罰則：5万円以下の罰金


	並進 走行
	他の自転車と並んで通行することはできません。
	反則金：3,000円　罰則：2万円以下の罰金又は科料




